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事業の背景・目的

当社は長年にわたり、地方自治体が発行する広報誌の誌面

づくりや印刷を担当している。自治体広報誌を製造するた

めの技術的な課題として、従来、入稿から納品までの期間

が短いために、「もう一手間」をかけてさらに美しい誌面づ

くり（企画•デザイン•組版）を行う時間が、なかなか確保で

きないことが挙げられていた。そこで本事業では、これらの

課題解決を図るために、新たな設備機器を導入して印刷以

降の工程に要する時間を短縮し、製造日数を増やすことな

く、より質の高い誌面づくりを追求できる時間をもう１日ほ

ど捻出して、広報誌面のさらなる充実、品質向上を図り、全

国広報コンクール1位を目指すことを目的とした。

印刷用データ作成日数を1日伸ばし、印刷以降の工程を1

日短縮することで、製造日数を増やすことなく、より質の高

い紙面づくりを追求できるようにした。計画に不可欠な広

報誌に特化した製本加工機械として中綴じ機1台、紙折機2

台を新規に導入。合わせて「IoT」「AI」(製本ネットワークシ

ステム）を使って印刷以降の工程の生産性の向上を図った。

新規2台の紙折機により、従来40分かかっていた準備時間

が5分程度に短縮され、処理速度も向上。さらに加工精度の

向上で不良品がほぼゼロとなった。中綴じ機においては、従

来、製本後に手作業で行っていた2穴加工やペラ差し込み

作業が機械内で自動化され、製本加工時間の大幅な短縮が

確認された。

事業内容

製本加工を効率化。生産性向上により創出された時間を誌面づくりに活かす。
新設備の導入で作業時間が短縮。働きやすい環境に。

大場印刷株式会社

16 製本加工機を導入して、広報コンクールで1位(内閣総理大臣賞)を目指す！事業名

やまがたの
ものづくり
成果事例

◀中綴じ機。
　2穴加工、ペラ差し込みも
　自動化されている。

対象類型：新規顧客層への展開、顧客満足度の向上、ＩＴ利活用<Ⅰ>、サービス提供プロセスの改善、ＩＴ利活用<Ⅱ>　事業類型：一般型
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事業の成果

新たな製本加工機械の導入により、印刷以降の工程の圧

縮、及び加工時間の短縮が実現した。これにより納期を守り

ながら、より質の高い誌面づくりに費やす時間を1日増やす

ことが可能になった。また、従来課題となっていた製造ライ

ンのボトルネックが解消されたことにより、パンフレットや

リーフレットなど民間需要においても作業時間が2時間程

度短縮され、余裕をもって出荷対応できるようになった。さ

らに、新設備の導入により製本加工の内製化率が向上。外

注支出が大幅に削減され、従来の1/3に収まる目途がつい

ている。作業時間の短縮等により20%程度のコストダウン

も見込まれ、残業時間の減少は従業員のワークライフバラ

ンスにも良い影響を与えている。

今回の設備投資によって得られた成果により、自治体広報

誌の誌面づくりにより多くの時間を割けようになり、自ずと

品質への評価も高まってきている。今後は引き続き全国的

な評価を目指した取り組みを続けるとともに、本事業で得

られた成果を広く他の地方自治体にも水平展開し、さらに

は企業や団体等の社内報、会報誌等にも的を絞りながら、

校正・校閲部門を有する当社の強みを活かした営業展開を

進めていく。ネットワーク社会の進展により印刷離れの傾向

も見られるが、大切な情報をタイムリーに分かりやすく伝え

るという広報誌や会報誌等の役割は依然として大きく、今

後も編集ノウハウを蓄積し、企画提案力、表現力を磨きなが

ら、期待される役割を担っていきたい。　

今後の展望

専務取締役　大場 賢二

◀

紙折機（菊全版）。自動化により調整時間が大幅に短縮された。

◀

紙折機(四六半切版)
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